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記念招待講演 

2C8 先行指標なき 研究開発に挑戦して 

枯芝原道行 ( 日本電気 ) 

Ⅰ 9 6 8 年に 、 私のべ ル 研究所時代の 大ボスであ った モ 一トン博士が 、 " 0 Ⅰ 

ganizing for Innovation" と 題した講義を、 電気通信総合研究所と 産業能率短期 
大学との共催による「研究管理セミナー」で、 東京、 名古屋、 大阪で長時間行な 
ってくれた。 私は通訳の一人として 随行したが、 講義の折々に、 また講義後の 談 時 話 」。 に 、 彼は日本は国際社会に 技術革新で貢献する 責任を持たなければならぬ 
い 。 それには後追いではなく 自らのビジョンを 持って企業戦略を 立案し、 研究開 

発を推進しなければならないと、 参加者に対して 真剣な面持ちで 熱っぱく説明し 
た 。 

この随行期間に 、 彼 は 私に対して、 N E C で改革しなければならない 重要な問 

題は何か 、 ど う すればよ い かと矢継ぎ早に 質問を投げ掛けてきた。 システ ズ ・ ェ 

ンジ 二   リングの概念が 確立していないために、 企業戦略しておらず、 そのため 

に 事業も研究開発も 欧米の後追いになっていることだ、 と言舌したところ、 なぜお 

まえが先頭に 立って改革しないのだ た 難しい宿題をもらってしまった。 これが 本 

社 に企業戦略開発室を 設立し、 研究所に研究企画室を 設立して、 基幹技術プロバ 
ラムを創造し、 永年着実に事業部門との 技術戦略交流会議を 通して確立してきた 
きっかけとなった。 

高度情報社会に 向けて、 情報技術が進歩発展するにしたがって、 新製品が目ま 
ぐるしく開発されている。 いかにも画期的な 新技術が一夜にして 生れているかの 
ごとぎ誤解が 生れている。 画期的な新技術が 実用化されるまでには、 今でも 1 0 

年余の歳月がかかっている。 目まぐるしく 生れている新製品に 使われている 技術 
の殆 ビは 、 確立された既存技術の 応用と改善によるものであ る。 この 日 まぐるし 

く 生れる新製品 口 開発競争に勝ち 残るためには、 特長あ る新技術の創造が 不可欠で 

あ り、 そのためには 基礎研究から 製品開発までのスピードを 早め、 タイミングの 

良い新製品の 製品化が経営者から 強くもとめられている。 
しかしそんな 虫の良い研究開発があ る筈がない。 経営者が求めることを 鵜のみ 

にして、 研究者の尻を 叩けば、 結局かっての 後追いの研究開発となり、 画期的な 
技術革新を芽生えさせるような 成果が生れる 確立は大変小さい。 経営者が求めて 
いるものは、 永年の着実な 研究開発の成果によって、 事業化段階でのスピードの 
向上とタイミングの 良 い 効率的な研究開発であ る。 基幹技術プロバラムが 志向し 

てきたものは、 先行指標を自ら 想定して、 市場のニーズが 顕在化する以前に 、 永 

く 広く有効に役立っ 基盤技術を創造し 確立して、 経営者が求める 成果を上げるこ 
とであ った。 優れた基盤技術と 確立した既存技術をタイミンバ 良く融合して、 市 

場のニーズに 答えるよ う に事業部門に 積極的に協力することが、 研究開発の生産 
性を向上する 秘訣であ る。 
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8 . 基幹技術プロバラムの 創造と実行 
技術戦略交流会議による 事業戦略と技術戦略の 整合 

4 .  分散と集中のマネジメント 

先行的な研究と 効果的な事業部協力 

5 .  研究開発の国際展開 
北米基礎研究所の 設立とマネジメント 
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